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第1表．栄　養　価　自　給　率　衰

率

計 育 草 換

野

入
草

計

39，329　15，892．7【　795．9

飼着乳牛　　2頭

必要粗飼料：日量1頭当り50毎として1年間必要量　36，500たク

蓋雲量－＝著紛＝1，003‥　・巾）
生産畢＋翠入量＿＝j腿
必　　要　　量　　　36，500 ＝1，078……‥（2）

＊（）：大麦は年度内に給与しなかった．

水田酪農に関する実験的研究

第2報．　労働配分と労働報酬

永　沼　昌　雄・佐　藤　徳　幸

（青森　県　鳥　就）

第1報で，津軽地帯の自給飼料生産に関する作付方式　である．

についての報告を行ったが，ここでは第1報の作付方式

に従って農業経営を行った場合の年間労働配分と家族労
1．労　働　配　分

働報酬について報告する・　　　　　　　　　　　　水田地帯の性格として，労働のピークはほとんどの場

ここで想定した農家の経営親横は第1表に示すとおり　合稲作部門の作業経過と一致して現われている．従って
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傭的労働は田植・除草・稲刈り・脱穀調整の時期に集中

的に必要となり．労働のピークを形成している（第1図

参照）．これを部門別にみると，稲作部門には自家労働

の45．8％・雇傭労働の82．1％が投入されているのに対

し，乳牛部門では稲作部門と同程度の自家労働（42，3％）

を必要とするが雇傭労働は少い（5，9％）．

1．土地

種目

第1表，経営規模の概要

2．建物

摘　要．数量

水田
〃

畑
敷地

本　場
浄充寺
本　場

丁一人

40．0

53．7

29．5

3．0

要【数量

3．大兵具
マメトラ　ササキ式木椀その他附属機一式
トレラー　マメトラ用1台

エソシレージカッター　北農式超小型抑鎌兼用機1
台

ルートカッター　北農式1台
脱穀機　動力用綱上式1台
4．乳　牛

ホルスタイン種　搾乳牛1頭
・′　　　　　　　育成牛　1頭

5．小鼻具1式
6．稼動労力
男　2名　女1名

第1回．自家労力の部門別配分状況

労働の洗合が端的に現われるのは，5月中～下旬の田

穂作業と乳牛部門のサンマーサイレージの詰込み作業の

時期である．すなわち，青刈ライ麦の刈取り・運搬・詰

込み・水田の耕起～田植までの一連の作業が半旬間の期

間に集中して続くためである．一方．青森県の場合は田

板の遅れが収量に与える影響が少なくないのと，サンマ

ーサイレージの詰込みの時期が製品の品質に影響すると

ころが大きいので．この時期には各部門間の労働配分に

は細心の注意が必要とされる．

2．労　働　報　酬

次に部門別の1日当りの家族労働報酬を比較すると第

2表に示したとおりで，稲作が748円，そさいが44．3円，

乳牛部門では市乳仕向け（乳脂率無換算1，875吻当り55

円）のときで296円．原料乳仕向けの場合では217円とな

り，稲作の有利性を如実に物語っている．

第2表．農業経営成果表

二二二二二「嘉‾’可定言「妄産
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D．家族労働報酬
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F．1日当り家族
労働報酬こD／E）
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注：※1上段は牛乳を市乳仕向けしたとき．
下段は牛乳を原料乳仕向けしたとき．

3．考　　　　　察

津軽地帯における水田酪農には数々の問題（飼料の自

給性・労働配分・乳価など）があり，実験の結果では乳

牛部門が有利とはいい難いが，労働の繁閑の度が他の部

門のように大きく，また冬期の半遊休労働力の有効果が

認められた．現在，農機具普及に伴って役畜が減少した

反面，用畜の増加が家畜単位数としてそれに追いつかな

い現状から．地力の維持増進ひいては生産力の増強・総

合所得の増大の面等から．同地帝の酪農の意義が大きく

なるものと思われる．


